
歳入歳入

固定資産税 ６万 5,580 円 市たばこ税 7,533 円

市民税 ６万 1,267 円 軽自動車税 3,498 円

都市計画税 8,840 円

市民１人当たり※が負担する市税
14万 6,718 円

市民１人当たり※に使われるお金
39万 2,023 円

民生費	
128 億 9,314 万円

（42.4％） 

公債費	
29 億 3,699 万 円

（9.7％）  

土木費	
24 億 8,314 万円

（8.2％） 

衛生費	
22 億 2,524 万円

（7.3％） 

消防費	
12 億 2,548 万円

（4.0％） 

商工費	
5 億 7,182 万円（1.9％）農林水産業費

7 億 5,501 万円（2.5％） その他	
3 億 3,032 万円（1.1％）

市税市税
113 億 7,446 万円113 億 7,446 万円

（37.4％）（37.4％）

国庫支出金
50 億 8,415 万円

（16.7％）

地方交付税
43 億 1,100 万円

（14.2％）

市債
12 億 9,740 万円

（4.3％）

県支出金
26 億 9,797 万円

（8.9％）

地方消費税交付金
19 億 5,300 万円

（6.4％）

諸収入 4 億 7,898 万円 (1.6％）

繰入金 
13 億 9,824 万円
(4.6％）

分担金及び負担金
2 億 336 万円（0.7％）

地方譲与税　2 億 7,500 万円（0.9％）

使用料及び手数料
2 億  45 万円（0.7％）
その他　５億 4,299 万円（1.8％）

繰越金 
5 億 7,500 万円
(1.9％）

303億9,200万円▶一般会計予算の構成

※構成比は小数点以下第二位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100％にならない場合があります。

528億6,375万円
（前年度と比べ、
22億7,439万円増）

予算総額 令和５年度

区分 予算額 増減率

一般会計 303 億 9,200 万円 5.4％

特別
会計

国民健康保険特別
会計 79 億 8,459 万円 0.1％

介護保険特別会計 66 億　313 万円 4.3％
後期高齢者医療特別
会計 10 億 6,448 万円 10.1％

特別会計　計 156 億 5,220 万円 2.5％

公営
企業
会計

水道事業会計 26 億 6,843 万円 3.9％

下水道事業会計 41 億 5,112 万円 6.5％

公営企業会計　計 68 億 1,955 万円 5.5％

合計 528億6,375万円 4.5％

会計別予算

※公営企業会計（水道事業会計・下水道事業会計）の
予算額は、収益的支出額及び資本的支出額の合計額を
記載しています。

民生費 16 万 6,307 円 衛生費 ２万 8,703 円

総務費 ４万 5,339 円 消防費 １万 5,807 円

教育費 ４万 4,578 円 農林水産業費 9,739 円

公債費 ３万 7,884 円 商工費 7,376 円

土木費 ３万 2,030 円 その他 4,260 円

施
政
方
針

本
庄
市

令和５年度
本庄市

予算

　
本
年
３
月
に
、
市
政
運
営
の
最
上

位
計
画
で
あ
る
本
庄
市
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
５
年
間
の
実
績
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
施
策
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
５
年
後
、

さ
ら
に
は
、
10
年
後
も
見
据
え
、
新

時
代
を
担
う
人
材
の
育
成
や
未
来
へ

の
投
資
な
ど
の
施
策
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
あ
な
た
と
活い

か
す　

み
ん
な
で
育
む　

歴
史
と
教
育
の
ま
ち　

本
庄
」
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
事

業
者
の
皆
さ
ま
、
各
団
体
の
皆
さ
ま

と
協
働
し
な
が
ら
市
政
の
さ
ら
な
る

発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
世
の
た
め
、
後
の
た
め
」、
本
市

の
明
る
い
未
来
を
見
据
え
、
誰
も
が

感
動
と
生
き
が
い
を
共
有
で
き
る
笑

顔
と
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に「
心

し
て
」
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方

　「
支
え
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
旗

印
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
市

民
生
活
の
安
定
と
市
民
の
皆
さ
ま
の

安
全
・
安
心
を
最
優
先
に
、
誰
も
が

活
躍
で
き
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

未
来
を
見
据
え
た
基
盤
づ
く
り
を
、

多
様
な
財
源
確
保
に
取
り
組
み
な
が

ら
進
め
る
と
と
も
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
実
現
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
に
本
年
は
、「
和
」
を
市
政
の
土

台
と
し
、
市
政
の
諸
課
題
に
対
し
て

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
よ
う
、
し
っ
か
り
議
し
た
う
え
で

物
事
を
決
め
、
主
体
性
を
持
っ
た
う

え
で
人
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
行

動
に
移
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
行
政
経
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の
根

幹
を
な
す
市
税
に
お
い
て
企
業
収
益

の
持
ち
直
し
な
ど
に
よ
る
伸
び
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
歳
出
で
は
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
関
連

経
費
の
増
加
の
ほ
か
、
集
中
豪
雨
な

ど
の
災
害
対
策
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
や
学
校
施
設

の
大
規
模
改
修
な
ど
、
経
費
の
大
き

な
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ

る
歳
出
の
抑
制
や
、
負
担
の
平
準
化

を
踏
ま
え
た
適
正
な
基
金
の
活
用
を

図
り
、
将
来
の
負
担
が
過
大
と
な
ら

な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
本
市
の
喫
緊

の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
優
先
的
・

重
点
的
に
取
り
組
む
４
つ
の
重
点
施

策
と
し
て
「
子
育
て
」、「
共
生
」、「
環

境
」、「
賑に

ぎ

わ
い
」
を
掲
げ
、
積
極
的

に
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
庄
市
長　

施政方針とは…市が、その年にどのような考えや方針で、市政を進めていくかを明らかにするものです。

～
支
え
あ
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

「
世
の
た
め
、
後
の
た
め
」

未
来
に
つ
な
ぐ

教育費
34 億 5,593 万円

（11.4％） 

歳出

※令和５年 1 月 1 日現在の人口（77,526 人）で計算。

総務費	
35 億 1,493 万円

（11.6％） 

5 令和５年４月１日号


